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「
そ
ん
な
気
持
ち
で
」

北
中
小
学
校
６
年
生　

髙
野　

遥

何
で
い
じ
め
る
の

「
う
ざ
い
か
ら
」

「
お
も
し
ろ
い
か
ら
」

「
ム
カ
つ
く
か
ら
」

そ
ん
な
気
持
ち
で

何
で
差
別
す
る
の

「
き
た
な
い
か
ら
」

「
バ
カ
だ
か
ら
」

「
び
ん
ぼ
う
だ
か
ら
」

そ
ん
な
気
持
ち
で

そ
ん
な
気
持
ち
で
い
じ
め
て
い
い
の

そ
ん
な
気
持
ち
で
差
別
し
て
い
い
の

み
ん
な
で
考
え
よ
う
よ

い
じ
め
ら
れ
る
人
の
気
持
ち

差
別
さ
れ
る
人
の
気
持
ち

問合先　学校教育課

　小・中学校の児童や生徒から多くの人権作品が寄せられ、昨年12月5日に入賞者の受
賞式が行われました。
　そのなかから最優秀賞作品の一部を紹介します。（順不同・敬称略）　

小・中学生人権作品「人権はみんなの課題」

【書道】 【ポスタ－】

▲日根野小学校5年生
伊東英輝

▲第三中学校2年生
中谷明衣梨

▲第二小学校4年生
渡邊湧心

▲日根野中学校2年生
久保翔斗

３
月
１
日
〜
８
日
は

女
性
の
健
康
週
間

【
女
性
の
健
康
週
間
】

　

日
本
で
は
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
な

ど
女
性
特
有
の
病
気
が
若
い
世
代
に

増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
検
診
受
診
率
の
低
さ
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
週
間
を
機
に
、
女

性
は
検
診
を
受
け
る
な
ど
、
自
分
の

身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
「
第
２
次
い
ず
み
さ
の
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画
（
人
ひ
と
プ
ラ
ン
）」
の

中
で
も
、「
男
女
の
生
涯
を
通
じ
た
健

康
・
保
持
支
援
」
を
基
本
目
標
の
一

つ
と
し
て
い
ま
す
。
男
女
が
身
体
的

性
差
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
、
相
手
へ
の
思

い
や
り
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
は
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
し
た
社
会
づ
く

り
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

【
３
月
８
日
は
「
国
際
女
性
デ
ー
」】

　

国
連
は
１
９
７
５
年
（
国
際
女
性

年
）
に
３
月
8
日
を
国
際
女
性
の
日

と
し
ま
し
た
。
女
性
に
対
す
る
差
別

撤
廃
と
、
社
会
開
発
へ
の
完
全
か
つ

平
等
な
参
加
に
向
け
た
環
境
整
備
に

貢
献
す
る
こ
と
が
日
本
を
含
め
各
国

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
平
成
27

年
、
各
国
に
お
け
る
男
女
格
差
を
測

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
を

 人権研修講演会「 子どもの貧困」
　西成高校での実践をふまえ、反貧困
＝「自分の生活を意識化し、生きる力
を身につける」について講演します。
日時　3月25日㈮ 午後6時30分～ 8時
場所　旧下瓦屋人権文化センター 2階
集会室
講師　肥下彰男さん（今宮高校教諭）
問合先　下瓦屋地域協議会
　　　　　　（☎090-8828-9878）
※申込不要、参加無料　

発
表
し
、
日
本
は
１
４
５
ヵ
国
中

１
０
１
位
で
し
た
（
平
成
26
年
は

１
４
２
ヵ
国
中
１
０
４
位
）。
特
に

政
治
、
経
済
分
野
に
お
い
て
格
差
が

大
き
い
日
本
の
状
況
を
反
映
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
国
際
的
視
野

に
お
い
て
も
、
日
本
の
社
会
は
男
女

の
平
等
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難

い
状
況
で
す
。日
本
は
日
本
の
文
化
、

社
会
の
状
況
な
ど
に
も
配
慮
し
つ

つ
、
国
際
的
な
概
念
や
考
え
方
を
重

視
し
、
国
際
的
な
協
調
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
暮
ら
し

の
中
の
慣
習
や
意
識
を
見
直
し
、
男

女
が
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
環
境
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
合
先　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）
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　今年は、戦後70年ということで、テレビや新聞が
戦争のことを8月6日の広島に原爆が投下された日か
ら8月15日の終戦記念日の間、例年以上に取り上げて
いた。私は、ふと疑問に思った。節目の年とばかり言
われていることに…。確かに10年をひと区切りとし
たら70年も区切りの年ではあるが、そんなことは重
要ではないと思う。むしろ、恐怖の方が大きい。なぜ
なら、それは戦争が終わってから70年が過ぎたとい
うことだからである。つまり、戦争を知らない世代の
人が70歳で、逆に戦争を体験した人で記憶の中に残っ
ている人は、80歳前ということだ。平和があたりま
えのことだと思っている人が大半をしめる世の中に
なってきていること、それが何より怖い。
　私の父の祖父は昭和16年生まれで終戦時には4歳で
あったため、戦争の記憶はほとんどなく、祖母にいたっ
ては戦後生まれなので戦争に対してまったく私と同じ
ような感覚である。戦争時の話を聞くことができるの
は母方の祖父母であるが、祖父が他界しているため、
私が話を聞くことができるのは、唯一、祖母だけであ
る。爆弾が落ちてきて、防空壕に逃げたことや、ラジ
オで知った終戦のこと。終戦後にアメリカ兵がのりこ
んでくるかもしれないので、みんな若い娘を隠そうと
必死になったが、実際アメリカ兵がくることはなく安
心したということなど、祖母は私に聞かせてくれた。
食糧については、農家であったので困りはしなかった
が、普段は白米ではなく玄米を食べていて、お正月だ
け特別に白米を食べることができ、その白米の味がと
てもおいしく幸せな気持ちになったこと、自分はまだ
恵まれた環境であったので、そのことにとても感謝し
ていることなどを教えてくれた。話し終えた後に祖母
はいつも「今はいい時代やけど、今の人はぜいたくす

ぎるなぁ。食べる物に困らんこと、勉強をできること。
それがどんなに幸せなことか忘れかけてる。あたりま
えじゃないって事を忘れたらあかんよ。」と言う。確
かに私もその通りだと思う。なぜなら、お金を出せば、
好きな食べ物も食べることができるし、服や靴も手に
入れることができる。でも、少しおいしくないと思っ
たら食べ残しをしたり、いらなくなったらすぐにもの
でも捨てたりする。戦争を経験した祖母からみれば、
それは何ともったいない事だと思うだろう。しかし、
現代の人でそう思うのは、ごくわずかだと思う。貧乏
くさい、いじ汚いというようなイメージをもつ人が大
半だろう。その事に対して、本当にこのままでいいの
か？いや、だめだろうと思う。変わらなくてはいけな
いと。
　世界のあらゆるところでは、今も戦争が起ってい
る。毎日「生と死」 の間でおびえて暮らしている人達
が多くいるのだ。私達は戦争のむごさや、そこで暮ら
す人々のことをどれくらいわかっているのか？言葉で
は「大変だろう。」「戦争はダメだ。」といくらでも言
える。しかし、本当の意味では全然わかっていないの
だ。なぜなら、自分が経験していないことだから…。
「しょうがない。」そんな諦めの言葉一つで終わらせて
いい問題ではないのだ。私達は知らなければならない。
いや、知る必要があるのだ。
　だから、戦後70年である今こそ戦争を体験した人
の話に耳を傾けなければいけないと思う。戦争体験者
の人が減りゆく中で、広島や長崎での原爆被害者の話
を、戦争を知る人の話を聞くチャンスはもう少ししか
ないと思う。だからこそ、その話を聞くべきなのだ。
そして、未来へ伝えていかなかればならない。私たち
にはその義務があるのだ。

【作文】　　　戦後七十年の今　　　長南中学校3年生　山下莉奈

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
し
ょ
う
！

　

常
時
３
０
１
人
以
上
の
労
働
者
を

雇
用
す
る
事
業
主
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
ま
で
に
、
次
の
①
〜
⑤
を
行

う
こ
と
が
、義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。（
３

０
０
人
以
下
の
事
業
主
は
努
力
義
務
）

①
自
社
の
女
性
の
活
躍
状
況
の
把

握
・
課
題
分
析

②
①
の
状
況
把
握
・
課
題
分
析
に
基

づ
き
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た

数
値
目
標
、
取
組
内
容
、
取
組
の
実

施
時
期
、
計
画
期
間
を
盛
り
込
ん
だ

行
動
計
画
の
策
定

③
策
定
し
た
行
動
計
画
の
社
内
周

知
、
外
部
公
表

④
一
般
事
業
主
行
動
計
画
策
定
・
変

更
届
の
都
道
府
県
労
働
局
雇
用
均
等

室
へ
の
届
出

⑤
自
社
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情

報
公
表

　

行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
を
行
っ

た
企
業
の
う
ち
、
女
性
の
活
躍
推

進
に
関
す
る
取
組
の
実
施
状
況
な

ど
が
優
良
な
企
業
は
、
都
道
府
県

労
働
局
へ
の
申
請
に
よ
り
、
厚
生

労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
女
性
活
躍
推
進
法

の
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
女
性
の
活
躍
推
進
法
特
集

ペ
ー
ジ
」（http://w

w
w
.m
hlw
.

g
o
.jp
/stf/seisa

k
u
n
itsu

ite/
b
u
n
ya
/0
0
0
0
0
9
1
0
2
5
.h
tm
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問
合
先　

大
阪
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
８
９
４
０
）

夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

しませんか
　いろいろな事

じ

情
じょう

で中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

できな
かった人

ひと

、実
じつ

質
しつ

的
てき

に十
じゅう
分
ぶん

な教
きょう
育
いく

を受
う

けられ
ないまま中

ちゅう

学
がっ

校
こう
を卒
そつ

業
ぎょう
した人

ひと

、夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

しませんか。
●入

にゅう

学
がく

の受
うけ

付
つけ

は4月
がつ

28日
にち

㈭
もく

までです。
（土

ど

・日
にち

曜
よう

日
び

は除
のぞ

く）
●ひらがなから勉

べん

強
きょう

できます。
●大
おお

阪
さか

府
ふ

内
ない

に住
す

んでいる人
ひと

が入
にゅう

学
がく

できます。
●外
がい

国
こく

籍
せき

の人
ひと

も入
にゅう

学
がく

できます。
●授

じゅ

業
ぎょう

料
りょう

は無
むりょう

料です。
●中

ちゅう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

の資
し

格
かく

がとれます。
●授

じゅ

業
ぎょう

は月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

の午
ご ご

後5時
じ

30分
ふん

～8時
じ

30
分
ふん

です。
申
もうし

込
こみ

・問
とい

合
あわせ

先
さき

　岸
きし

城
き

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

夜
や

間
かん

学
がっ

級
きゅう

（岸
きし

和
わ

田
だ

市
し

野
の

田
だ

町
ちょう

2丁
ちょう

目
め

19-19 ☎438-6553）
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